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近年、CH3NH3PbI3-xClxペロブスカイト(Perov.)薄膜を光吸収層に用いた太陽電池に注目が集まっている。

ペロブスカイト太陽電池は、色素増感型太陽電池に広く利用されてきたポーラス構造を用いず、単純な

平坦界面構造でも変換効率 15%を超えるものが報告されている[1]。しかしながら、この新型太陽電池の

動作メカニズムは明らかになっておらず、最適なデバイス設計が更なる高効率化につながると考える。

そこで本研究ではペロブスカイト光吸収層の膜厚に着眼し最適膜厚の解析を行った。シミュレータには

化合物系太陽電池で広く用いられている SCAPS
[2]を採用し、図 1に示す構造(透明導電膜(TCO)/バッファ

層(Buffer)/光吸収層(Perov.)/ホール輸送層(HTM))でシミュレーションを行った。この時、光吸収層の膜厚

を 100-2000 (nm)まで 100nm刻みで変化させ、太陽電池特性の変化をシミュレーションした。その結果、

膜厚が 400nm~500nm で最も高い効率が得られ、600nm 以上になると効率が低下するという結果が得ら

れた。この結果は膜厚を変化させて実験を行っている報告[3]と類似した結果となり、妥当性のあるもの

であると考える。また、最適膜厚を検討する上で、光吸収層のキャリアの拡散長や界面の欠陥は非常に

重要なパラメータである。そこでこれらのパラメータを変化させて最適膜厚の導出も行った。その結果

やその他詳細の考察については学会当日に発表する。 
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図 1 ペロブスカイト太陽電池のシミュレーショ

ンモデル 

 

図 2 ペロブスカイト吸収層の膜厚ごとの変換効率 
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